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純水素型燃料電池を活用したコンビニエンスストア 

「セブン‐イレブン仙台幸町４丁目店」をオープン！ 

～停電時に燃料電池車（FCV）から店舗への非常用給電設備を設置～ 
 

 

株式会社セブン‐イレブン・ジャパン（社長：古屋 一樹、本社：東京都千代田区、以下： 

セブン‐イレブン）は、東北地方で初となる純水素型燃料電池を活用したコンビニエンス 

ストア「セブン‐イレブン仙台幸町 4丁目店」を 3月 23日（木）に宮城県仙台市にオープン 

いたします。 

 

 本店舗では、隣接する「イワタニ水素ステーション宮城仙台」から配管による水素供給を

受け稼動する純水素型燃料電池を設置し、環境負荷低減について実証実験を行うとともに、

小売店舗における純水素型燃料電池活用の将来性について検証を行います。また、今回は 

初めて、災害発生等による停電時に燃料電池車（FCV）から店舗への非常用給電設備を設置

し、災害時における純水素型燃料電池の活用も計画しております。 

 

セブン‐イレブンでは、今後も商品やサービスの拡充に加え、エネルギー問題に対して“省

エネ”“創エネ”“蓄エネ”による総合的かつ積極的な取り組みを行い、総電力使用量の削

減とともに環境にやさしい店舗づくりを進めてまいります。また、平時や災害時に 

関わらず「地域インフラとしての拠点」を目指してまいります。 

 

 

【店舗概要】 

名  称： セブン‐イレブン仙台幸町4丁目店 

所 在 地： 宮城県仙台市宮城野区幸町4丁目8番15号 

敷地面積： 約1,620㎡  

 店舗面積： 約200㎡、売場面積： 約140㎡、 

取り扱いアイテム数： 約2,900品目 

                  

以 上 

                                                     

 

東北地方初！ 

 


